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令和６年度　学校関係者評価報告書
　　大阪市立西中島幼稚園　　学校協議会
１　総括についての評価
	幼稚園は、教えるのではなく自分から学ぶことができる場所である。また、幼稚園での経験が吸収されている。保護者アンケートの結果は、すべての年度目標において、肯定的な回答が得られた。自己評価結果は妥当である。今後も、教育内容の充実と発信に努めてほしい。


２　年度目標ごとの評価
	【安心・安全な教育の推進】
〇今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を９０％以上にする。　「幼稚園は、安全な生活ができるよう、子どもに必要な行動や態度を指導している」
〇今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を９０％以上にする。「子どもは、自分も相手も大切にしようと思う気持ちが育っている」

〇今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を９０％以上にする。　「子どもは、栽培活動に興味や関心をもって行っている」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	○達成状況の評価に関しては妥当である。
・避難訓練では、子どもと教師のねらいを明確に立てることで、連携しながら迅速、的確に対応することができた。
・一人一人の子どもの実態に合った援助を全体で親身になっていることで、子どもにも影響し、友達を思う気持ちがもてるようになった。
・今年度につくった畑を季節ごとに活用し、収穫したことで、これまで子どもが食べられなかった野菜を食べられるようになった。また、花や栽培物への興味や関心が高まった。

	【未来を切り拓く学力・体力の向上】

○今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を９０％以上にする。　「幼稚園は、遊びを中心に、実体験を大切にした教育活動に取り組んでいる」
○今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を９０％以上にする。「子どもは、身近な環境に関わって遊ぶことを楽しんでいる」
〇今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を９０％以上にする。「幼稚園は、子どもに基本的生活習慣が身に付くような指導をしている」

	○達成状況の評価に関しては妥当である。
・保育の検討会を行い、環境構成を工夫することで、実体験を大切にする教育活動ができた。

・自然環境を整えたことで、自然の面白さを感じ、遊びに取り入れたり、土や虫に触れて遊ぶ姿が見られた。
・保健指導をホームページに掲載したり、学期ごとの保護者講話で知らせたりし、保護者啓発をしたことで、家庭と連携した指導を行うことができた。

	【学びを支える教育環境の充実】
◯今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を９０％以上にする。「幼稚園は、子どもの興味や関心を高めるような指導を行っている」
○今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を９０％以上にする。「幼稚園は、子どもの様子や教育活動について分かりやすく伝えている」

	○達成状況の評価に関しては妥当である。
・園内研究会を行い、全教職員での連携や幼児を多面的に捉える大切さを学び実践につなぐことができた。　

・写真掲示やホームページ、週１回の保育室降園を行い、教育活動や子どもの育ちについて、保護者や地域に情報を効果的に発信することができた。


３　今後の学校運営についての意見
	今後も、子どもが様々な経験を積み重ね、心豊かに育つように教育活動を進めていってほしい。回数を重ねて避難訓練を行ってきたことを、継続していってほしい。また、引き続き家庭や地域との連携に努め、園の特色ある教育内容や子どもの育ちを積極的に発信してほしい。


